
法政大学出版局◉新刊のご案内………………………………………2012 年 2月 15日

① 新刊書の事前情報です。配本希望部数をご記入のうえ郵送または FAX にてご連絡をお願い致します。
　 希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
② 委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きますのでご了承下さい。
③ ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④ 小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。併せてご利用下さい。

＊配本部数等で事前にご連絡する場合がございます。上覧にご担当者様氏名・TEL をご記入下さい。
＊宛名ラベルの内容に変更がございましたらお知らせ下さい。次回以降訂正致します。
＊今後、新刊内容のデータ等を eメールにて配信させて頂く場合がございます。よろしければメールアドレスをご記入下さい。

ご担当者様 氏名：〔　　　　　　　〕　担当ジャンル：〔　　　　〕　TEL：〔　　　　　　〕　E-mail：〔　　　　　  　〕

号通巻 201

部数帖合・番線

部数帖合・番線
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★

帖合・番線 部数

ナショナル・アイデンティティ創造を巡る初期アメリカ演劇の政治学（貴志雅之 ) ／破壊と再生のレトリ
ック（岡本太助）／アメリカ演劇「転換期」の劇作家（古木圭子）／未だ見ぬ風光へ（森　瑞樹 ) ／『フ
ァッション』と『オクトルーン』から読み取れる一九世紀中葉のアメリカ的価値観（黒田絵美子）／初期
アメリカ演劇年表（常山菜穂子）／ほか。	 【演劇・文学】

法政大学出版局	 3 月 6 日配本　定価 1575 円（本体 1500 円＋税）	 Ａ５判並製・136 頁

アメリカ演劇 23　18世紀・19世紀演劇特集	 ISBN978-4-588-99823-2 C0074
日本アメリカ演劇学会 編		

☞ 今号より、表紙デザインを一新。18・19世紀のアメリカ演劇を鮮やかに読み解く。

国家と区別される領域としての市民社会は、どのように歴史的に形成され、今日いかなる役割を果たして
いるのか。権力を制約する原理としての立憲主義の来歴と、その現代的意義は何か。市場経済のグローバ
ル化のなかで、政治的なものの再定義が迫られている。規範的な政治哲学と実証的な現状分析とを組み合
わせ、政治の現在について多面的に検討する共同研究の成果。	 【政治学・政治思想】

法政大学出版局	 3 月 8 日配本	 定価 3150 円（本体 3000 円＋税）	 Ａ５判上製・272 頁

市民社会と立憲主義	 ISBN978-4-588-63034-7 C1331
中野 勝郎 編著	 《法政大学現代法研究所叢書 34》

☞ 関連書：名和田是彦編著『社会国家・中間団体・市民権』、R.ダール著／飯田文雄他訳『政治的平等とは何か』（いずれも小局刊）。

高齢化・少子化、過疎化した地域、子どもの人権と教育、グローバル化の下での生活の安全、巨額の財政
赤字や社会保障、メディアの多様化など、多くの社会問題・政策課題が突きつけられている。本書は、あ
らゆる人びとにとって「望ましい社会」を実現するための合意形成と、そのために必要な公開討議の場を
いかに創出し、諸問題を克服していくのかを、理論と解決過程の両側面から考察する。	 【社会学全般】

法政大学出版局	 4 月 4 日配本	 予価 3990 円（本体 3800 円＋税）	 Ａ５判上製・280 頁

公共圏の可能性と規範理論の探究	 ISBN978-4-588-60255-9 C3330
舩橋 晴俊・壽福 眞美 編著	 《現代社会研究叢書 5》	

☞ 関連書：樋口明彦他編『若者問題と教育・雇用・社会保障』、三井さよ他編『ケアとサポートの社会学』（いずれも小局刊）。

 

〒 102-0073 東京都千代田区九段北 3-2-7 法政大学一口坂校舎内
Tel. 03-5214-5540　Fax. 03-5214-5542　E-mail: sales@h-up.com　URL: http://www.h-up.com/法政大学出版局

ウィトゲンシュタインとハイデガーの接点たる「言語の限界」の思想から、レヴィナスの他者の思想、カ
ベル、エマソンのアメリカ哲学における自己超越の思想へと展開する哲学的対話。「自己を超えて」他者へ
の受容性と慎み深さの生の地平を切り開き、リベラリズムにおける「自律」や「主体」の意味を再考しつつ、
英米分析哲学とヨーロッパ大陸哲学を架橋すべく、もう一つの教育哲学の系譜を提示する。	【教育哲学】

法政大学出版局	 3 月 7 日配本	 定価 8190 円（本体 7800 円＋税）	 四六判上製・652 頁

自己を超えて　ウィトゲンシュタイン、ハイデガー、レヴィナスと言語の限界　　　　 	 ISBN978-4-588-00972-3 C1310

☞ 関連書：S. カベル著／齋藤直子訳『センス・オブ・ウォールデン』（小局刊）。

ポール・スタンディッシュ 著／齋藤 直子 訳	 《叢書・ウニベルシタス 972》	

★ 人種や階級、性、国家といった境界を越えた連帯は可能だろうか。第三世界の貧しい女性の生活を出発点
におき、植民地主義やグローバリゼーションを問うフェミニズム論。世界中で議論をよんだ「西洋の視線
の下で」やその再考など、9つの論文からなる著者の代表作。フクシマを経験した私たちに勇気を与える
「日本語版への序文」所収。	 【フェミニズム・女性学・多文化主義】

法政大学出版局	 4 月上旬配本	 予価 4200 円（本体 4000 円＋税）	 四六判上製・400 頁

境界なきフェミニズム	 ISBN978-4-588-60323-5 C3336
チャンドラー・タルパデー・モーハンティー 著／堀田 碧 監訳	 《サピエンティア 23》	

☞ 関連書：U.ナーラーヤン著／塩原良和監訳『文化を転位させる』（小局刊）、岡真理著『棗椰子の木陰で』（青土社刊）など。


